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第 2 "-' 5 章では，出発物質として，それ自身オレオケミカルズであり，また合成も容易な 1-0 アルキルグリセロー
ル，汎用工業製品である長鎖エポキシドおよび酒石酸を使用し，これらをカルボニル化合物と反応させることにより，
1 ， 3 ジオキソラン環を分子内に有する酸分解性カルボン酸塩型界面活性剤を，特殊な試薬や装置を用いることなく簡
便な操作により高収率で合成できることを明らかにしている。合成した一連の活性剤について，水溶液中での界面物






剤へと変換される， 1 ， 3- ジオキソラン環をもっべタイン型両性界面活性剤の合成と物性について述べている。














2) 1 ， 3- ジオキソラン環を分子内に有する酸分解性カルボン酸塩型界面活性剤を簡便に合成できることを見い出し
ている。これらの活性剤は，通常のセッケンに比べて冷水に溶け易く，耐硬水性が高く，界面物性も優れてい
る上，化学分解性に加えて良好な生分解性も備えていることを明らかにしている。





以上のように，本論文は，アセタール型(非環状および 1 ， 3- ジオキソラン環)，エステル型の新規な分解性界面活性
剤を開発するとともに，分解性連結部が界面物性に及ぽす効果，化学分解性および生分解性について明らかにしてい
る。これらの成果は，最近の界面活性剤に関する研究分野の主要なテーマである，複合機能型活性剤，あるいは，地
球環境保全に特段の配慮を加えた活性剤などの開発に貢献するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価
値あるものと言忍める。
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